
和歌山東高等学校 

実施日時 令和 元年１１月１４日（木） 

参加者 ３年生徒１８５名、教職員１６名、地域住民等０名 計２０１名 

実施内容 テント組み立て、炊き出し・配膳訓練、応急手当訓練 

 

事前の取組 

・全校生徒対象の火災及び地震による津波

を想定しての避難訓練（Ｒ元．７．８） 

・全校生徒対象の地震を想定してのシェイ

クアウト訓練（Ｒ元．１０．３１） 

・３学年各クラスで班（大テント・小テン

ト・運び出し・アルファ米・応急措置・誘

導）を決める 

・体育館へ集合し、説明 

主なプログラム 

１、テント設営（クラスごとに大・小１張

づつ） 

２、運び出し（クラスごとに机や椅子を運

び、テント下の設営） 

３、炊き出し（クラスごとに肉や野菜を切

り、豚汁うどんを作る） 

４、アルファ米調理（クラスごとにアルフ

ァ米を作り、クラス人数分用意） 

５、応急手当（各クラスから２～３名、Ａ

ＥＤと心肺蘇生法の講習を受ける） 

６、誘導（地域住民が参加した場合、各場

所への誘導を行う） 

参加者感想文 

・今日は災害が起こった時を想定して体験

作業をしましたが、アルファ米や豚汁うど

んを作っていて思ったことは、実際災害が

起こった時ここまで物資はそろっているの

かということです。 

  災害が本当に起こった時には水も充分に

使えないのではと思いながら作業しました。 

  いつ東南海地震が起こるかわからないで

すが、自宅での水や食料の管理をもう一度

確かめたいと思います。食べ物に関しては

アルファ米の調理は簡単でしかも味も何種

類もあり、お腹持ちもよく何かの時にはす

ごく役に立つと思ったので、家にも非常食

として置いておこうと思いました。今日の

体験をいざという時に活かしていきたいで

す。 

・ＡＥＤの使用のしかたも習いましたが、

すべて機械が音声で案内してくれたのでわ

かりやすかったです。どこに AED が置いて

あるのかを確認することもこれからは意識

したいと思います。 

  今回の体験をいかして、何かあった時に

少しでも役に立てるようにしたいとおもい

ました。 

 

成果と課題 

【成果】生徒にとっては、普段経験できな

い炊き出しやアルファ米の調理、ＡＥＤと

心肺蘇生法の講習は良い体験となった。 

【課題】地域住民への参加を呼びかけたが、

参加者がなかったので、今後地域との連

携・協力態勢を構築したい。 


